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見られた。遺伝子流動は 1000 ㎞以上の諸島間で C 型→C 型がより高く、島内および諸

























めに、申請者は日本の南西諸島と小笠原諸島および台湾の澎湖諸島にある 23 島 91 サイ
トで、詳細な野外調査を行った。その結果、異なる３つの生育環境（海崖・岩場・砂浜）











間ではなく諸島間で明瞭な分化が見られ、遺伝子流動は 1000 ㎞以上の諸島間で C 型→
C 型がより高く、島内および諸島内で NC 型→NC 型がより高いことが明らかになった。 
申請者の研究はクサトベラがなぜ果実に二型を持つかという二型性の適応的意義を
 4 
明らかにし、植物の種子分散様式の進化について、多くの新しい視点をもたらし、今後
の植物の種子散布研究に大きな飛躍をもたらす研究であると考えられる。 
